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第11図　変形増大率a
これ等2種の配筋に対してはつきりと別々のグループを示している。特に，前老のグループ
ではαは4～6位の値であり，単純梁実験を参照しても半塑性だけでこのように大きい変形
増大を生ずる事はない。この事は即ち，塑性配筋したグループではイールドヒンジ発生によ
る変形増大が実際におこつて居り，a2＞1となつている事を示すものである。これに対し後
註1．不静定次数の高い場合には，一般に半塑性の影響とイールドヒンジ発生とがからみ合うので，本
　　論文の場合の様に明確にはいかないと考えられる。
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者のグループではαは2前後の値であり，単純梁実験では，本実験の部材程度の配筋をもつ
場合，通常この程度の半塑性変形増大がある。次にこれをもう少し詳しく検討してみよう。
a2の値は，梁のイールドモーメントの値及び弾性剛性がわかつていれば，計算によつて求め
る事が出来る。ところが，低荷重範囲の検討から，弾性剛性としては全断面有効鉄筋考慮の
計算値が実験と適合する事が知られているから，これを用いればよい。第11図に□印で記
入した点は，中央梁中央部のイールドモーメンbが測定されているものについて計算したa2
の値である。図に於いて，a2の計算値の散らばりとαの実験値の散らばりとを比較すると，a
の試験体による相異は，主として完全塑性変形増大率a2によるものである事が明らかであ
る。ここでa2とa1とを比較してみる。　aの実験値とα2の計算値とからα1の値を求めると，
第4表aに示すようになる。これによると，α1は1．5～1．9でほぼ一定した値を示し，試験
第4表a．降伏変形増大率（実験値）
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体形式，即，配筋方法の相異には
あまり大きく関係しない模様であ
る。又，その大きさもα2にくらべ
ると小さい。従つて骨組降伏変形
の性状は完全塑性変形増大率に支
配され，イー・・ルドヒンジを考えた
完全塑性理論の計算によつて大体
推定出来るものと思われた。この
様な考え方は，α2を求めなかつた
他の試験体についても同様に成立
すると考えられる。
　以上述べた骨組降伏変形の性状
は，純理論的にも推論する事が出
来る。この場合は，完全塑性理論
に半塑性理論を併用する事にな
る。半塑性理諭は曲げに対する場
合しか導かれていず，先に述べた様な挨り剛性低下の影響を算入する事が出来ないが，大体
の性状は知る事が出来る。第4表b．は，握り剛性は低下しないものとし，又イールドモーメ
ントに及ぼす挨りの影響も無視して計算した日の字形格子梁の降伏変形増大率である。／－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）～（3）ルドモー・メント・塑性剛性の計箕は，梅村博士の方法によつた。計算結果は，降伏変形増大
率の値にっいても，又それが完全塑性変形増大率に大体支配される事についても，実験と一
致した傾向を示した。
　以上の検討を総合すると，鉄筋コンクリート格子梁の降伏変形に関しては孜の様に述べる
事が出来る。降伏変形は，弾性的に予想される値に対し，きれつによる半塑性とイールドヒ
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ンジ発生との2種の原因によつて増大する。この中前者による変形増大率は，本実験による
と，配筋方法に不拘骨組全体として1．5～2位の値を示す模様である。これに対し後者によ
る変形増大率は配筋方法により異り，著しい塑性配筋をした場合はこの為に著しい変形増大
を示す事になるので注意を要する。イー一ルドヒンジ発生による変形増大の性質は，完全塑性
理論によりほぼ推定する事が出来る。倫，本論文の実験結果を，一一般の面内荷重を受ける平
　　　　　　ぜユ面ラーメンの実験と比較すると，塑性配筋の場合格子梁の方が特に著しい変形増大を示して
いた。これは，格子梁の場合，塑性配筋のものは中央梁中央の降伏後骨組が辺梁BEッの振り
抵抗に依存する形となつた為と思われる。即ち，’平面ラーメンは一般に大体均等な剛性をも
つ柱・梁から成るのに対し，格子梁では曲げ材（一般に剛性が大）と振り材（一般に剛性が
小）を含む為，イールドヒンジ発生後骨組抵抗機構が剛性の小さい振り材に依存する場合が
出来，この為塑性変形が特に大きくなるものであろう。従つて格子梁で塑性配筋を行う場合
には，この様な：涙りに依存する抵抗機構を生じない様注意する必要があろう。
§6．結　　び
　本論文では，鉄筋コンクリート格子梁の塑性的性質について基礎的な実験考察を行つた。
その結果，§3以下に検討した各項について，夫々2，3の基礎的な性質及び考え方を確かめる
事が出来た。各々の検討結果は各節末尾にとりまとめたが，ここに一括して述べ結びとする。
　1。骨組の降伏耐力と破壊機構について
　梁が振り破壊しない限り，骨組降伏耐力には完全塑性理論が適合するとして好い。但しこ
の場合，梁の降伏モーメントは作用振りの影響で低下する事があると認められたのでこの点
を考慮しなければならない。従つて骨組耐力を扱う場合は塑性応力分布状態を考える必要が
あろう。又，部材の振り破壊に関しては，その形・発生個所には既存の曲げきれつ模様が影
響するものと思われた。特に，節点近傍では，捉り破壊は既存大きれつに誘発される事があ
り，その時は換り耐力が低下する事がある模様であつた。又，換り破壊は脆性破壊に近く，
充分な塑性フ・一を伴わない様に思われた事は注意を要する。
　2．塑性応力分布について
　塑性域に於ける応力分布は，半塑性による部材剛性低下と，イールドヒンジ発生の影響と
によつて変化する事を確かめた。先づ半塑性に関しては，曲げきれつによる場合について調
べ，曲げきれつによる半塑隆が曲げ剛性のみならず振り剛性の上にもあらわれて塑性応力分
布を肇化させる事を述べた。次いで応力測定の結果から，イールドヒンジが梁面位置にほぼ
理想的に成立する事を確かめた。又，イ・・ルドヒンジ発生による応力分布変化は半塑性によ
るものに比して顕著であり，この為簡単な骨組では塑性応力の変化は完全塑性理論により大
体追及できる事を確かめた。又これに関連して弾性配筋の骨組では，各部半塑性の影響が相
註1．川村政美，宮里栄一，村田義男氏等による実験。（文献略）
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殺する結果，塑性域に於いても大体弾性応力に近い応力分布を示す事を確かめた。
　5．骨組の降伏時変形について
　骨組の降伏変形は，予想される弾性変形に対し，半塑性による部材剛性低下とイールドヒ
ンジの発生とによつて増大する事を確かめた。この中，半塑性による変形増大は，骨組全体
としては弾性配筋・塑性配筋に不拘ほぼ等しく，弾性変形の1．5～2倍位であつた。これに
対し，イールドヒンジ発生による変形増大率は配筋形式により1～4位迄変化し，従つて配
筋形式による降伏変形の相異は，主としてイ・一一ルドヒンジ発生の影響によるものと云える。
又，イ・一一ルドヒンジ発生による影響は，完全塑性理論によりほぼ推定できる事を確かめた。
　（謝辞）本論文は，筆者が東京大学大学院博士コースの研究課題として行つた実験により
まとめたものである。研究に当り終始御指導下さつた武藤博士・梅村博士に厚く感謝の意を
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